
中
小
企
業
に
無
料
配
布
し

て
い
る
放
射
線
放
射
能

の
基
礎
と
測
定
の
実
際

被災地では大量のがれきが積ま
れたまま（岩手県陸前高田市）

東京都が受け入れている岩
手県宮古市の震災がれき

宮城県内の震災がれきは通常の
年分（石巻市のがれき置き場）

全
国
の
公
設
試
、
被
災
地
支
援

放射線量無料測定

都産技研はガイド本配布

　
被
災
地
支
援
に
は
全
国

の
公
設
試
験
研
究
機
関
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
都
内

中
小
企
業
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
工
業
製
品
の
放

射
線
量
の
無
料
測
定
試
験

を
２
０
１
３
年
３
月
末
ま

で
延
長
。
ま
た
都
内
中
小

企
業
に
加
え
、
福
島
、
岩

手
な
ど
被
災
地
５
県
の
企

業
が
都
産
技
研
の
機
器
を

利
用
し
た
り
依
頼
試
験
を

実
施
す
る
際
の
費
用
を
半

額
に
す
る
措
置
も

年
３

月
末
ま
で
延
長
す
る
。
対

象
地
域
も
、
従
来
の
１
都

５
県
に
青
森
、
千
葉
、
新

潟
、
長
野
を
加
え
１
都
９

県
に
拡
大
す
る
。

　
同
時
に
、
都
産
技
研
が

全
国
の
公
設
試
験
研
究
機

関
に
呼
び
か
け
作
成
し
て

い
た
工
業
製
品
の
放
射
能

対
策
ガ
イ
ド
も
今
年
に
入

っ
て
完
成
。
全
国
の
中
小

企
業
に
無
料
配
布
し
て
い

る
。
正
し
い
知
識
や
情
報

提
供
を
通
じ
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
以
降
、
放
射
能
汚

染
に
対
す
る
風
評
被
害
に

苦
し
む
中
小
企
業
を
支
援

す
る
狙
い
だ
。

　
同
ガ
イ
ド

放
射
線
・

放
射
能
の
基
礎
と
測
定
の

実
際

は
Ａ
４
判
１
０
７

。
放
射
線
、
放
射
能
に

関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
全

国
の
公
設
試
に
お
け
る
相

談
、
検
査
体
制
の
紹
介
や

実
際
の
測
定
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
ま
と
め
て
い

る
。

がれき広域処理進展の兆し
都
、
受
け
入
れ
進
む
民
間
・
清
掃
工
場
利
用

神
奈
川
・
静
岡
・
西
日
本
で
も
動
き

被
災
地
支
援
｜
東
京
か
ら

津波で流された
ままの漁船（宮
城県気仙沼市）

　　 ２０１２年 平成２４年 ３月２７日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し

た
大
量
の
が
れ
き
。
宮
城
県

で
は
通
常
の
廃
棄
物
処
理
量

の

年
分
、
岩
手
県
で
も

年
分
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ

る
が
れ
き
を
被
災
地
以
外
で

受
け
入
れ
、
処
理
す
る
広
域

処
理
は
こ
こ
に
き
て
よ
う
や

く
広
が
る
兆
し
が
見
え
て
き

た
。
環
境
省
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩

手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の
が

れ
き
２
２
５
３
万

の
う

ち
、
埋
め
立
て
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
最
終
処
理
さ
れ
た
の

は
、
わ
ず
か
５
％
足
ら
ず
の

１
１
８
万

に
と
ど
ま
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
今
後
３
年
間

で
が
れ
き
処
理
を
終
え
る
と

す
る
岩
手
、
宮
城
両
県
の
目

標
達
成
は
困
難
な
だ
け
に
、

西
日
本
を
含
む
全
国
で
の
受

け
入
れ
が
求
め
ら
れ
る
。

　
都
道
府
県
で
現
時
点
で
受

け
入
れ
処
理
を
実
施
し
て
い

る
の
は
東
京
都
だ
け
だ
。
２

０
１
１
年

月
に
岩
手
県
宮

古
市
の
が
れ
き
受
け
入
れ
を

開
始
。
民
間
の
産
業
廃
棄
物

処
理
業
者
に
よ
っ
て

年
１

月
ま
で
に
２
２
７
５

を
処

理
済
み
。
引
き
続
き

年
４

月
か
ら
６
月
ま
で
に
、
さ
ら

に
１
万
２
０
０
０

を
処
理

す
る
計
画
だ
。

　
ま
た
都
は
宮
城
県
女
川
町

の
が
れ
き
処
理
で
も
協
力
す

る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
特

別
区
で
組
織
す
る
「
東
京

区
清
掃
一
部
事
務
組
合
」
の

清
掃
工
場
と
、
多
摩
地
域
の

市
に
あ
る
清
掃
工
場
で
処
理

す
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
焼
却
試
験
の
結
果
を
踏

ま
え
、
３
月
以
降
、
順
次
焼

却
を
始
め
る
。
宮
城
県
の
中

で
も
女
川
町
は
平
地
が
少
な

く
、
民
有
地
に
が
れ
き
が
山

積
み
さ
れ
て
復
興
を
阻
ん
で

お
り
早
急
な
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
可

燃
物
と
不
燃
物
の
分
別
な
ど

現
地
の
搬
出
体
制
が
整
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
都
は
受
け
入

れ
を
決
め
た
。

　
被
災
地
の
が
れ
き
処
理
を

め
ぐ
っ
て
は
、
国
は
広
域
処

理
を
進
め
よ
う
と
す
る
が
、

放
射
能
汚
染
に
対
す
る
地
域

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
慎

重
姿
勢
を
崩
さ
な
い
自
治
体

が
多
い
。
特
に
、
岩
手
、
宮

城
両
県
の
が
れ
き
は
、
受
け

入
れ
可
能
な
一
般
廃
棄
物
で

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
で
放
射
性
物

質
に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き
と

混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

受
け
入
れ
の
最
大
の
阻
害
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
神
奈
川
、
静

岡
に
加
え
西
日
本
で
も
受
け

入
れ
に
向
け
た
動
き
が
相
次

ぐ
。
「
厳
し
い
状
況
を
理
解

し
て
頂
き
た
い
」
―
。

年

月
に
都
が
同
町
の
が
れ
き

処
理
を
決
め
た
際
、
宮
城
県

の
小
泉
保
環
境
生
活
部
長
は

涙
な
が
ら
に
声
を
詰
ま
ら
せ

た
。
そ
の
姿
か
ら
垣
間
見
え

た
被
災
地
の
厳
し
い
現
実
。

が
れ
き
処
理
は
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
に
は
不
可
欠
。
全

国
の
理
解
と
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。


